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毎月 1回全戸配布です

経
済
発
展
の
中
心
へ
第
一
歩

さ
る
六
月
二
十
六
日
に

「
工
業
整
備
特
別
地
域
整
備
促
進
法
」

(
工
特
法
)
が
国
会
で
可
決
成
立
し
、
乙
れ
に
よ
っ
て
当
地
方
は

法
律
に
よ
っ
て
裏
付
け
さ
れ
た
「
近
代
的
工
業
地
帯
l
播
磨
」
と

し
て
の
第
一
歩
を
ふ
み
出
し
ま
し
た
。

乙
の
工
業
整
備
特
別
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
播
磨

(
兵
庫
県
)
を
は
じ
め
周
南
(
山
口
県
)
備
後
(
広
島
県
)
東
三

河
(
愛
知
県
)
東
駿
河
(
静
岡
県
)
鹿
島
(
茨
城
県
)
の
六
地
域

で
す
。
今
後
は
、
乙
れ
ら
六
地
域
が
協
力
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
当

地
方
の
全
市
町
が
協
力
体
制
を
強
化
し
「
播
磨
は
一
つ
」
の
見
地

か
ら
、
立
地
条
件
に
即
応
し
た
行
政
を
推
し
進
め
、
均
勢
の
と
れ

た
近
代
都
市
の
建
設
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

〈毎月 15日発行〉

ー
「
播
磨
は
・一
つ
」
|

当
播
磨
地
方
で
は
三
十
六
年
三
月

に
七
市
六
町
が

「
播
磨
広
域
行
政
都

市
協
議
会
」
を
結
成
し
・
「
播
磨
は

一
つ
」
の
見
地
か
ら
広
域
行
政
の
あ

り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
き
ま
し
た

じ
が
‘
三
十
八
年
七
月
に
「
工
業
整
備

ち
特
別
地
域
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
ご

川
そ
乙
で
、
三
十
八
年
十

一
月
・
関

と
係
二
十
九
市
に
よ
う
て

「
工
業
整
備

輔
特
別
地
域
都
市
協
議
会
」
を
つ
く
り

民
「
工
業
整
備
特
別
地
域
」
に
対
す
る

-
立
法
措
置
実
現
の
た
め
に
努
力
し
て

〉
一
き
た
結
果
が
乙
の
た
び
の
立
法
措
置

口
一
と
な
っ
て
実
を
結
ん
だ
も
の
で
す
。

一
今
後
は
京
浜
工
業
地
帯
‘
阪
神
工

一
業
地
帯
に
つ
ぐ
第
五
の
工
業
地
帯
と

し
て
の
発
展
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る

乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

ー
エ
業
整
備
特
別
地
域
と
は
l

乙
の
工
業
整
備
特
別
地
域
は
三
十

七
年
十
月
に
閣
議
で
決
定
さ
れ
た
全

国
総
合
開
発
計
画
に
も
と
ず
く
工
業

開
発
の
拠
点
で
・
将
来
は
全
国
各
地

域
の
経
済
発
展
の
中
心
と
な
る
地
域

で
す
。こ
れ
は
、
同
年
七
月
に
決
定
し
た

新
産
業
都
市
に
準
ず
る
も
の
で
す
。

新
産
業
都
市
と
は
地
域
の
開
発
度
が

ま
だ
低
く
・
企
業
の
誘
致
も
含
め
て

総
合
的
に
長
期
に
わ
た
っ
て
基
盤
を

つ
く
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
し
か
し
、
当
地
方
の
よ
う
に
京

阪
神
の
重
工
業
地
帯
に
近
く
・
か
な

1

輝
か
し
い
本
市
の
将
来
性
1
44

乙
の
よ
う
に
当
地
域
が
工
業
整
備

特
別
地
域
に
指
定
さ
れ
た
乙
と
は
‘

本
市
に
と
っ
て
も
将
来
わ
が
国
の
中

核
的
都
市
と
し
て
発
展
す
る
基
盤
が

与
え
ら
れ
た
乙
と
に
な
り
ま
す
・

い
ま
ま
で
兵
庫
県
の
中
心
と
い
う

と
阪
神
地
帯
で
し
た
が
・
乙
乙
十
年

間
の
成
長
率
を
見
ま
す
と
・
全
留
が

約
二
倍
・
阪
神
地
帯
が
約
二
・
五
倍

の
伸
び
に
対
し
て
‘
播
磨
工
業
地
域

の
伸
び
は
十
年
間
で
約
六
・
六
倍
と

な
る
見
込
み
で
す
。
そ
し
て
昭
和
四

十
五
年
頃
に
は
阪
神
と
肩
を
並
べ
‘

昭
和
五
十
年
に
は
生
産
額
約
二
兆
三

千
億
円
と
な
り
阪
神
を
追
い
越
す
だ

ろ
う
と

専
門
家

筋
で
は

見
て
い

ま
す
。A寸の

県
全
体

の
生
産

が
年
間

農
・
工

業
を
ふ

く
め
て

約
一
兆

円
で
す

か・り、
そ
の
二

.
三
倍

が
播
磨

地
方
だ

け
で
生

産
さ
れ

る
と
と

に
な
り

り
工
業
化
が
進
ん
で
い
る
地
区
で
は

公
共
投
資
の
効
果
ち
高
い
た
め
・
比

較
的
短
期
間
に
整
備
す
る
乙
と
を
主

眼
と
し
て

「
工
業
整
備
特
別
地
域
」

に
指
定
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
乙
ん
ど

制
定
さ
れ
た
「
工
特
法
」
で
も

「
・:

.
・工
業
の
立
地
条
件
が
す
ぐ
れ
て
お

り
、
か
っ
、
工
業
が
比
較
的
開
発
さ

れ
v

投
資
効
果
も
高
い
と
認
め
ら
れ

る
臨
海
地
域
に
つ
い
て
・
工
業
の
基

盤
と
な
る
施
設
そ
の
他
~
公
共
施
設
を

い
っ
そ
う
整
備
す
る

:
:
r
」
乙
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
・
乙
の
地
域
の
整
備
、
発
展

を
図
る
た
め
に
・
「
:
:
工
業
整
備

特
別
地
域
整
備
基
本
計
画
を
作
成
し

・
直
進
す
る
播
磨
工
業
地
帯

内
閣
総
理
大
臣
に
承
認
を
申
請
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
・
:
・」

乙
と
に
な

っ
て
い
ま
す
e

さ
ら
に
.
財
政
上
の
措
置
と
し
て

「
:
・
:
国
は
工
業
整
備
特
別
地
域
の

整
備
に
資
す
る
た
め
必
要
な
財
政
上

の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
・
.

:
・
」
と
し
て
‘
予
算
の
重
点
配
分
、

事
業
調
整
費
の
活
用
、
地
方
債
に
つ

い
て
の
配
慮
な
ど
っ
二
十
八
年
十

一

月
閣
議
決
定
〉
が
考
え
ら
れ
て
い
ま

す固

人
口
三
十
六
万
・
現
在
で
も
山
陽
路

で
最
大
の
工
業
都
市
で
あ
り
、
そ
の

躍
進
‘
発
展
ぷ
り
は
め
ざ
ま
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

「
工
業
整
備
特
別
地
域
指
定
」
と

「
工
特
法
の
制
定
」
を
機
会
に
、
今

後
は
十
分
な
計
画
性
と
合
理
的
な
整

備
に
よ
っ
て
新
し
い
工
業
地
帯
と
し

て
各
市
町
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
・

広
域
行
政
の
実
を
あ
げ
る
方
針
で

す。

(
商
工
課
〉
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第
二
固

定

例

山市i
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第
二
回
姫
路
市
定
例
市
議
会
は
、

さ
る
六
月
二
十
六
日
に
開
会
さ
れ
、

常
任
委
員
会
委
員
な
ど
各
種
委
員
の

決
定
を
は
じ
め
‘

一
般
会
計
補
正
予

算
駅
西
地
区
整
備
事
業
な
ど
全
議
案

を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
七
月
六
日

に
閉
会
し
ま
し
た
。

決
定
し
た
お
も
な
こ
と
が
ら
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
@

一
般
会
計
補
正
予
算

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
建
設
に
二
千

七
百
九
十
万
円
‘

N
H
K
テ
レ
ビ
中

継
所
設
置
予
定
の
仁
寿
山
登
山
道
路

新
設
の
た
め
二
千
百
万
円
、
手
柄
山

の
陸
上
競
技
場
の
追
加
工
事
な
ど
に

二
千
余
万
円
、
市
街
地
改
造
事
業
に

一

二
億
三
千
五
百
万
円
な
ど
、
総
額
五

一

億
九
千
二
百
二
十
余
万
円
e

一

駅
西
地
区
整
備
車
業

一

あ
ら
た
に
特
別
会
計
を
設
け
、
予

一

算
総
額
二
億
五
千
万
円
で
、
市
道
高

一

尾
線
の
改
良
工
事
を
主
軸
と
し
た
姫

一

路
駅
西
地
区
の
整
備
を
は
か
る
乙
と

一

に
な
り
、
計
画
局
に
計
画
第
三
課
を

一

新
設
し
・
同
局
高
架
道
路
建
設
工
事

事
務
所
を
駅
西
地
区
整
備
事
務
所
に

改
め
ま
し
た
。

な
お
・
乙
の
財
源
は
、
す
べ
て
夢

前
川
造
成
土
地
の
売
却
代
を
あ
て
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

姫
路
城
管
理
条
例

国
宝
姫
路
城
を
完
全
な
姿
で
後
世

に
伝
え
る
た
め
‘
保
存
の
万
全
を
期

す
る
必
要
か
ら
あ
ら
た
に
制
定
し
た

も
の
で
‘

と
く
に
破
損
ゃ
、
落
書
き

に
は
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
乙
と
に
な

り
ま
し
た
.

姫
路
市
立
少
年
補
導

セ
ン
タ
ー
条
例

い
ま
ま
で
‘
警
察
が
主
体
と
な
っ

じ
て
い
た
少
年
補
導
活
動
を
市
が
か
わ

り
つ
て
行
な
い
、
少
年
の
非
行
防
止
と

寸

健
全
な
育
成
を
は
か
る
た
め
・
少
年

乙
補
導
セ
ン
タ
ー
を
設
け
る
乙
と
に
な

報

り

ま

し

た

。

ζ

住
宅
建
設
用
地
の
取
得

j
-

住
宅
建
設
用
地
と
し
て
書
写
、
六

一
角
に
二
万
八
千
八
百
四
十
九
・
三
坪

一
を
七
千
百
九
十
七
万
五
千
円
で
買
収

一
し
‘
住
宅
難
の
解
消
を
は
か
る
乙
と

-
に
な
り
ま
し
た
。

各
種
委
員

。
常
任
委
員
会
、
、
。

委

員

長
J

総
務
委
員
会

F
O副
委
員
長
、

O
住
本
正
二
・

O
岸
本
光
二
・
尾
上

字
市
‘
塚
本
吉
次
郎
・
井
上
白
信
‘

小
林
雲
平
、
高
島
宗
次
‘
井
上
市
郎

市

議

会

本

会

議

。
監
査
委
員

一
谷
川
宗
て
米
田
専
一
・
岸
本
光
二

藤

雄

一

勝

間

三

郎

‘

熊

谷

栄

次

郎

、

宗

行

一

省

A
V
特
別
委
員
会

一
三
・
田
村
芳
春
、
福
田
佳
之
助

播
磨
工
業
地
帯
整
備
促
進
特
別
委
員

-
モ
ノ
レ
ー
ル
建
設
特
別
委
員
会

会

。

大

森

石

松

・

0
田
村
芳
春
、
堀
中

。
亀
山
芳

て

O
水
図
栄
治
郎
、
井
鶴
太
郎
・
米
田
専
て
吉
田
利
兵
衛

上
藤
雄
‘
吉
田
大
治
、
中
島
忠
一
、
岸
本
光
二
、
塚
本
吉
次
郎
‘
住
本
正

藤
本
孝
て
永
田
利
雄
、
清
水
安
雄
二
、
黒
岩
清
収
、
福
永
源
次
、
大
杉

小

林

日

三

幸

平

、

千

木

良

武

重

運

齢

制

通

信

特

別

委

員

会

。

議

会

運

営

委

員

会

委

員

。
小
林
雲
平
、

O
竹
内
静
則
、
長
谷
。
尾
上
{
子
一
・

0
竹
内
静
則
‘
吉
田

川
守
正
、
中
沢
稔
、
堀
中
鶴
太
郎
・
大
治
‘
勝
間
三
郎
、
熊
谷
栄
次
郎
、

西
川
松
次
・
三
輪
清
一
冗
功
章

5
J
光
三
、
高
島
宗
次

"
井
上
市
郎

v
一

仏
舎
刺
塔
整
備
特

i

盛
田
向
島
宗
次
、

O

福
永
源
次
‘
大
森

石
松
・
小
林
繁
次

吋

蟹
江
宗
次
郎
、士口

図
利
兵
衛
‘
塚
本

吉
次
郎
、
黒
岩
清

け
M
収

徐

合
併
審
議
特
別
委

叫

員
会

帽
。
後
藤
秀
夫
、

0

闘
北
川
東
作
、
大
西

酷

辰
雄
、
尾
上
字
市

開

瀬
川
武
雄
、
住
本

附

正
二
、
宗
行
省
三

.
清
元
功
章
、
小
林

喜
夫

山

博
覧
会
準
備
特
別

委
員
会

。
藤
本
春

一、

0

長
谷
川
守
正
、
井
上

文
教
委
員
会

。
永
田
利
雄
、

O
西
川
松
次
、
掘
中

鶴
太
郎
・
井
上
藤
雄
、
吉
田
利
兵
衛

三
輪
光
三
、
藤
本
孝
一
、
小
林
日
三

厚
生
委
員
会

。
小
林
繁
次
、

O
黒
岩
清
収
、
仙
石

俊
二
、
瀬
川
武
雄
、
勝
間
三
郎
、
福

永
源
次
、
田
村
芳
春
‘
北
川
東
作

経
済
委
員
会

。
千
木
良
武
重
、

O
長
谷
川
守
正
、

藤
本
春
一
、
大
森
石
松
‘
竹
内
静
則

宗
行
省
三
‘
小
林
喜
夫

企
業
委
員
会

。
蟹
江
宗
次
郎
、

O
清
元
功
章
、
大

西
辰
雄
、
後
藤
秀
夫
、
米
国
専
て

亀
山
芳
一
、
大
杉
幸
平

建
設
委
員
会

。
中
島
忠
て

O
熊
谷
栄
次
郎
‘
中

沢
稔
、
水
田
栄
治
郎
‘
吉
田
大
治
、

谷
川
宗
て
清
水
安
雄
‘
福
田
佳
之

助

姫新線

全
線
デ
ィ

l
ゼ

国
鉄
で
は
姫
新
線
の
全
線
に
二
十

六
両
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
を
配
置
す

る
乙
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

姫
新
線
の
全
線
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
l

化
に
つ
い
て
は
、
さ
る
三
十
五
年
六

月
、
沿
線
四
十
二
市
町
が
「
姫
新
線
改

善
強
化
期
成
同
盟
会
」
(
会
長
姫
路

市
長
)
を
結
成
し
、
国
鉄
当
局
に
猛
運

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
乙

の
運
動
が
実
を
結
ん
だ
も
の
で
す
・

な
お
車
両
建
造
費
は
二
十
六
両
で

約
四
億
八
千
四
百
八
十
万
円
で
す
が

そ
の
う
ち
十
三
両
分
、
二
億
四
千
二

百
四
十
万
円
は
地
も
と
の
利
用
債
消

化
に
よ
っ
て
本
年
秋
の
国
鉄
ダ
イ
ヤ

改
正
時
ま
で
に
配
置
さ
れ
る
予
定
で

教監新

ZZ査教
存員の 委育
軍に定員委

書評は員
西議谷に

2舎E揖
糊西乃氏 占員詰場
部工製富町東内中選氏
亘IJ 務鉄士、郷 ~t の

後
若
君長
ー
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
・
任
期
満
了
の
監
査
委
員
に

は
谷
口
政
一
氏
|
市
内
山
野
井
町
ー

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

ー
白
お
口
知
口
ら
口
せ
口
・

'Iぃ

…
八
〉
ラ
ジ
オ
関
西
(
五
六
O
K
C
)
m

J

マ
毎
月
第
一
月
曜
日
午
後
二
時
{

A
1同
二
十
分
「
姫
路
市
の
時
間
」

U

~
マ
毎
日
(
日
曜
日
を
除
く
)
午
後
山
a

二
時

1
同
二
十
分
勺
姫
路
市
…

J

か

ら

の

お

知

ら

せ

」

{

J
 

J

、.. 2
.
，、
gaze-----zt・g・--豆
、.....
 

F

、.
2
2
r
、.
2
・'

ル
カ
!
化
決
定

本
年
秋
に
+
三
両
お
目
見
得

す
。ま
た
・
残
り
の
十
三
両
は
国
鉄
の

自
己
投
資
に
よ
っ
て
来
年
度
以
降
に

完
成
す
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
地
も
と
で
消
化
す
る
利
用

債
二
億
四
千
二
百
四
十
万
円
に
つ
い

て
は
兵
庫
県
、
岡
山
県
と
沿
線
各
市

町
村
で
引
受
け
る
乙
と
に
な
っ
て
い

ま
す
・
姫
新
線
は
臨
海
地
帯
と
内
陸
部
を

結
ぶ
主
要
幹
線
で
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ

l
化
の
実
現
に
よ
っ
て
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
と
増
発
が
容
易
に
な
り
、
ま
に

煤
煙
の
悩
み
も
解
消
さ
れ
地
方
発
展

の
た
め
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

(
企
画
課
)

f 
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一 ~弘之三事 <1 1l-~lr冬必〈μノバ
ら抽る②方
市せ保‘ハ
役ん証 (婚
所 人ウ約
内八が〉中
職月二のの
員十 名規方
鍵 七あ定も
康 日る以含
保午方上み
険後 。のま
組二 収 す
合時入〉
会かあ

分
譲
住
宅
受
付
け

H
H
申
込
み
は
宅
地
開
発
課
へ

H
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=名古山=

=霊苑=

議
室
で
行
な
い
ま
す
・

入
居
予
定
本
年
十
二
月

建
設
戸
数
木
造
平
家
一
戸
建
瓦
茸

十
八
戸
・
簡
易
耐
火
構
造
(
プ
ロ
ッ

ク
〉
瓦
茸

二
戸
建
十
戸

な
お
、
く
わ
し
い
乙
と
は
宅
地
開

発
課
(
⑧
一

一
O
一
〉
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

(
宅
地
開
発
課
)

心
配
じ
い

U

r
-
-
相
談
所
へ

心
配
ご
と
相
談
所
で
は
‘
ど
ん
な

小
さ
な
こ
と
で
も
、
み
な
さ
ん
の
日

常
生
活
の
中
の
心
配
ご
と
に
つ
い
て

親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
相
談
は
毎
週
月
曜
日
午
後
一
時

か
ら
四
時
ま
で
減
内
図
書
館
で
受
付

け
て
い
ま
す
。
相
談
の
内
容
に
つ
い

て
は
都
密
を
守
り
、
無
料
で
す
か
ら

ど
し
ど
し
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

(
心
配
ご
と
相
談
所
〉

飾
磨
高
が
県
代
表
に

全
国
高
校
体
操
選
手
権
大
会

き
た
る
八
月
六
日
か
ら
福
井
県
武

生
市
で
聞
か
れ
る
全
国
高
等
学
校
体

育
大
会
体
操
競
技
選
手
権
大
会
に
本

市
か
ら
市
立
飾
磨
高
校
体
操
部
が
県

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
a

墓
地
の
永
代
貸
付
け
を
開
始

!
申
込
み
は
二
十
四
日
ま
で

l

〈3〉広報ひめじ

マママく よ る易 い文れ・
一六三 だ う保運保姫 ま化 国道簡 保簡
安晃月さに険動険路 す 都 ・路易険易
方分分い有料」掛郵 ‘市市な保
前前前 。利のを金便 発・ど険右

(納納納 員長完全号 居可皇自翁
姫一一 51込し月は 大家 設金な
路刃月月 制みて遅八 き庭資は害j

震aZ2E522員会?合z引
局引五ー ごっすなま 立り 利 ・制
) 割審j 利ぎ 。くで つに用住居聖
引号| 用の す簡 て‘さ宅 aι

理霊 が り区一約名十日七いらけ 霊
事苑 申あなま画区一え 古申分 ハ月申 。どを苑み
務使 込るおすの画 、い山込か金十込 希つえな
所用 みと‘ 。位 iま五地 霊 みら〉五み 望ぎいさ
・許 にき同 置 戸、ー Or，苑場午ま日受 のの地ん
市可必はー 図最最 O墓管所後で(付 方よ(お
民申要抽場 は大小区地理 三(水け はう墓待
課請なせ所 管約約函〉事 時毎〉期 申に地ち
、書書 んに 理 一三 板務 ま日か問 込関〉か
支 (類し多事 O坪要所で午ら ん始のね
所用 ま数務坪r， '--'前向 でし永の
、紙す申所 22墓 九二 くま代名
出は e 込 IC奮坪 時十 だす貸古
張管 みあご〉 三四 きか付山

所
、
連
絡
所
に
あ
り
ま
す
)

そ
の
他
く
わ
し
い
と
と
は
名
古
山

一

霊
苑
管
理
事
務
所
(
@
一
一
一
ニ
六
)

一

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

一

(
名
古
山
霊
苑
管
理
事
務
所
)

一

少 たやの 加例まるん ~ 
なとり‘出 ζ ししすょに水股
いくす管がのまてがうい道反日
時 ICる末わたす水夏給つ局ォレ
は本おでるめ・のに水もでつ、
給年そはく水 使なに満は σ、
水のれ水な圧 用る全足 てJ
量 ょががうが 量 と力し市念ヨ
もうあ出たき も、をて民伝言
少にりなりが グ暑あいの廊貝
な雨まく‘り ンさげたみ F、
く量すな高、 とにてだな ¥J -

なの 。つ台水 増比いけさ~

， . 

同
校
で
は
山
下
部
長
以
下
・
桂
田

敏
・
都
倉
隆
平
、
井
上
昌
男
、
丈
六

芳
和
、
熊
本
美
芳
・
稲
垣
敏
信
の
諸

君
が
・
全
国
大
会
で
の
優
勝
を
め
ざ

し
て
最
後
の
仕
上
げ
に
は
げ
ん
で
い

ま
す
。

(
学
校
指
導
課
)

ハ
問
〉
印
鑑
証
明
を
受
け

た
い
が
そ
の
手
続
は
?

(
答
)
印
鑑
届
け
を
し
て

い
な
い
場
合

①
本
人
が
届
け
を
す
る

と
き
に
は
.
本
人
の

印
鑑
と
保
証
人
(
市

内
に
居
住
す
る
人
で
‘
既
に
印
鑑

登
録
を
し
て
い
る
人
)
一
名
の
署

名
押
印
を
得
た
届
書
が
必
要
で

す
。
保
証
人
の
印
鑑
を
登
録
さ
れ

て
い
る
事
務
所
(
本
庁
ま
た
は
支

所
、
出
張
所
‘
連
絡
所
)
が
乙
の

届
け
出
を
さ
れ
る
事
務
所
と
異
な

る
場
合
は
.
保
証
人
の
印
鑑
証
明

書
を
添
え
て
く
だ
さ
い
.

①
代
理
人
が
届
け
を
す
る
場
合
は
代

理
人
の
印
鑑
、
届
け
出
を
す
る
印

鑑
、
保
証
人
二
名
の
署
名
押
印
を

得
た
届
書
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

保
証
人
の
印
鑑
を
登
録
さ
れ
て
い

る
事
務
所
が
ζ

の
届
け
出
を
さ
れ

る
事
務
所
と
異
な
る
場
合
は
①
と

同
じ
で
す
。

印
鑑
証
明
を
受
け
る
場
合

①
本
人
が
申
請
す
る
場
合
は
届
け
出

済
み
の
印
鑑
を
持
参
し
て
.
印
鑑

証
明
交
付
申
請
書
に
記
入
し
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
代
理

人
の
印
鑑
と
届
出
済
の
印
鑑
と
委

任
状
を
持
参
し
て
印
鑑
証
明
交
付

申
請
書
に
記
入
し
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

U
M
m
m

，‘M
U
 

り
ま
す
の
で
、
つ
ぎ
の
点
に
気
を
つ
ザ

け
て
節
水
に
ど
協
力
く
だ
さ
い
・

日

マ
水
道
が
漏
水
し
て
い
る
時
は
、
す
《

ぐ
水
道
局
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
・
~

姫
路
営
業
所
⑧
五

O
九

O
、
②
五

O
V

九
一
・
⑧
三
九
七
八
(
以
上
昼
間
)
{

⑧
五

O
九

二

(

夜

間

専

用

)

~

飾
磨
営
業
所
⑧
一
七
三
八
、
⑧
一
七
日

三

九

(

昼

・

夜

と

も

)

山

マ
水
道
使
用
後
は
必
ず
じ
ゃ
口
を
十
内

分

し

め

て

く

だ

さ

い

。

町

マ
道
路
や
庭
の
散
水
に
は
洗
た
く
・
戸

風
呂
の
残
り
水
を
使
っ
て
く
だ
さ
向

い
。

(
水
道
局
)
日



貧
し
い
人
た
ち
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
、
五
・
六
月
中
に
市
役
所
市
民

課
へ
届
け
ら
れ
た
浄
財
は
、
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
・
(
敬
称
略
)

マ
射
矢
章
子
、
二
千
四
百
円
マ
木
谷

平
一
、
五
百
円
マ
栗
山
幹
雄
、
千
円

マ
萩
原
美
佐
子
、
千
二
百
円
マ
守
岡

茂
伸
、
二
千
円
マ
川
島
俊
夫
、
三
百

円
マ
小
山
伊
之
助
‘
二
百
円
マ
寛
・

寿
美
子
‘
二
百
円
マ
N
・
T
、
二
百

円
マ
T
子
、
百
円
マ
匿
名
、
三
千
円

マ
匿
名
、
五
百
円
マ
N
-
H
・
五
百

円ま
た
‘
社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し

て
、
つ
ぎ
の
人
々
か
ら
福
祉
施
設
指

待
望
の
プ

l
ル
開
場

(0 

水
道
ぴ
・
夕
涼
み
に
ど
う
ぞ

み
な
さ
ん
待
望
の
各
プ
l
ル
が
開

場
し
ま
し
た
・
家
族
づ
れ
で
水
遊
び

夕
涼
み
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

動
物
園
内
ブ

l
ル
ハ
七
月
一
日
開

場
)
動
物
園
入
場
者
は
無
料
で
毎
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三

十
分
ま
で
開
場
し
て
い
ま
す
。

手
柄
山
市
民
ブ

l
ル
(
七
月
十
九

日
一
般
に
開
場
)
毎
日
午
前
九
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
開
場
し
て
お
り
使
，

用
料
金
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
・

夢
前
川
河
川
ブ

l
ル
(
七
月
六
日

開
場
〉
毎
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
七

時
ま
で
開
場
し
て
い
ま
す
・
(
小
・

中
学
生
は
午
後
四
時
ま
で
)
脱
衣
場

パ
ラ
ソ
ル
(
一
二
十
本
)
の
使
用
は
・無

料
で
す
・
ポ
ー
ト
(
七
隻
)
使
用
料

は
四
十
分
間
百
円
で
三
十
分
増
す
ご

と
に
五
十
円
と
な
っ
て
い
ま
す
・

第三種郵便物認可
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。
普
・
意
・
の
・
人
。

支
給
対
象

制
結
核
に
よ
る
種
々

の
障
害

同
結
核
以
外
の
病
気

に
よ
る
呼
吸
器
の

障
害

判
精
神
障
害
(
精
神

病
質
、
神
経
症
精

神
薄
弱
を
徐
く
)

障
害
の
程
度

日
常
生
活
の
用
を
た

す
乙
と
が
で
き
な
い

程
度
で
、
結
核
の
場

合
は
安
静
度
表
の
一

度
‘
ま
た
は
二
度
の

安
静
を
必
要
と
す
る

人
そ
の
他

州
本
年
八
月
一
日
で
二
十
才
以
上
七

十
才
未
満
の
人

同
本
年
八
月
一
日
以
前
に
傷
病
が
固

定
し
て
い
る
人

受
付
け
期
日
・
場
所

八
月
一
日
か
ら
市
役
所
国
民
年
金
課

支
所
、
出
張
所
・

乙
ん
ど
の
改
正
に
よ
っ
て
新
し
く

障
害
福
祉
年
金
を
受
け
ら
れ
る
人
は

全
国
で
六
万
人
、
本
市
で
も
二
百
人

以
上
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
該
当

の
方
は
早
め
に
、
届
出
て
く
だ
さ
い
・

く
わ
し
い
と
と
は
市
役
所
園
長
年

金
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

入
専を徴場用収料使等の類 区 団 個人使用 区惇しない

用 望喜む小Z 皇学大プ飛プ一 生子

目立正分 休 )2生人分

言2五二五三毛i昼 i宣二宣三目告f、
回一 増ー

に 閉 す毎時間

定
寄
付
金
口
聞
が
市
福
祉
事
務
所
へ
届

け
ら
れ
ま
し
た
.

マ
太
市
保
育
園
母
の
会
‘
カ
メ
ラ
そ

の
他
日
点
(
太
市
保
育
園
用
と
し
て
)

マ
小
松
原
弘
・
幼
児
用
シ
ャ
ツ
(
姫

路
乳
児
院
用
と
し
て
)
マ
的
形
保
育

所
母
の
会
、
色
紙
整
理
箱
(
的
形
保

育
所
用
と
し
て
〉
マ
亀
山
保
育
所
母

の
会
‘
汽
車
セ
ッ
ト
そ
の
他
二
点

〈
亀
山
保
育
所
用
と
し
て
)
マ
社
会

福
祉
協
議
会
、
紙
芝
居
そ
の
他
二
点

ハ
荒
川
学
園
用
と
し
て
)

内
部
障
害
者
に
も

障
害
年
金
を
支
給

こ
の
ほ
ど
国
民
年
金
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
・
つ
ぎ
の
よ
う
に
本
年
九

月
か
ら
内
部
障
害
者
に
も
障
害
年
金

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

民
踊
と
花
火
大
会

手
柄
山
中
央
公
園
で

市
で
は
明
る
い
町
づ
く
り
運
動
の

一
環
と
し
て
.
つ
ぎ
の
よ
う
に
市
民

納
涼
民
踊
と
花
火
大
会
を
開
き
ま
す

C
期
日
八
月
八
日
(
雨
天
の
場
合

一一一一一広報ひめじ

口口ポケット・ガイド口口

本市lζは姫路城をはじめ、たくさんの観光施設
がありますが、休日を利用してみなさんが家族、
友人などを案内される時‘案外気がつかないのが
開場時間や料金です。つぎの表を参考にたのしく
一日を過ごしてください，

岡料 金慨c-4
大人(13才以上) 100円 午前
短小人(5才。) 50円 8?30分

ガイド料*'l- 300円 午後 I 
路 〔割引〕
30人以上 1割引 5時30分

城 100人。 29  (入場は午後)
300人。 3/; 1¥4時30分まで

動
大人(15才以上〉 40円

(午午8入4J前時後場時3時30は分0，<; 交

小人 (4才/;) 20円
プーノレ

物 〔割引〕 開放中

国 30人-99人 5円引
4時30分午ま後でノ、100人以上 10円引

古名
大人 50円 |
中人(高・中学生) 30円 午前

山 小人〈小学生〉 10円 8時30分

霊~I! 〔割引〕30人-99人 1割引
内 100人-299人 3 /; 午後 5時
障 300人以上 5 /; 

書大人(中学生以上)片道60円 |
写小人(幼・小学生)/; 30円 午前 8時

~ I -c制 IJ
プ一般 30人以上 1割引 午後 10時
ウ 。 100人。 2 /; (8月31日まで〉
ヱ 学生 30人。 2 /; 
イ 。 100人 '/; 3 /; 
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務
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ら
れ
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予
定
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税
基
準
額
の
三
分
の
一
(
一
期
分
予

定
納
税
額
)
を
七
月
三
十
一
日
ま
で

に
納
め
て
い
た
だ
く
乙
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
乙
と
し
に
な
っ
て
新
し
く
事
業
を

始
め
ら
れ
た
人
で
‘
所
得
金
額
が

配
偶
者
控
除
額
、
扶
養
控
除
額
の
合

計
額
を
乙
え
る
人
ゃ
、
事
業
の
成
績

が
よ
く
な
っ
て
、
税
務
署
か
ら
の
通

知
額
よ
り
・
自
分
の
見
積
額
が
多
く

な
る
人
も
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七
月
中
に
予
定
申
告
を

し
て
、
税
金
を
納
め
る
乙
と
が
で
き

ま
す
。こ
の
よ
う
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て
お
く
と
・
確
定
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告
の
と
き
に
、
一
度
に
多
額
の
税

金
を
納
め
な
く
て
も
よ
い
わ
け
で

す
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